
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
モ
ー
タ
ー
導
入
促
進
を

経
済
産
業
省
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
部
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
課
長
辻
本
圭
助

　
わ
が
国
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
施

策
は
１
９
７
９
年
に
制
定
さ
れ

た
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理

化
等
に
関
す
る
法
律

省
エ
ネ

法

を
基
に
実
施
さ
れ
て
い
ま

す
。ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
制
度
は
、

地
球
温
暖
化
へ
の
対
応
も
踏
ま

え
て
さ
ら
な
る
省
エ
ネ
を
進
め

る
た
め
、

年
に
省
エ
ネ
法
に

導
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ

れ
以
降
、
対
象
機
器
は

機
器

に
拡
大
す
る
と
と
も
に
、
機
械

器
具
分
野
に
お
け
る

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効

率
の
改
善
に
大
き
な

成
果
を
挙
げ
て
き
ま
し
た
。

　
２
０
１
１
年
１
月
、
総
合
資

源
エ
ネ
ル
ギ
ー
調
査
会
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
基
準
部
会
に
お
い
て
、

三
相
誘
導
電
動
機

モ
ー
タ

ー

が
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
制
度

の
３
要
件

わ
が
国
に
お
い

て
大
量
に
使
用
さ
れ
る
も
の

そ
の
使
用
に
際
し
相
当
量
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
消
費
す
る
も
の

そ
の
機
械
器
具
に
係
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
消
費
効
率
の
向
上
を
図
る

こ
と
が
特
に
必
要
な
も
の

に

合
致
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
、

年
６
月
に
同
基
準
部
会
三
相

誘
導
電
動
機
判
断
基
準
小
委
員

会
に
て
モ
ー
タ
ー
の
ト
ッ
プ
ラ

ン
ナ
ー
基
準

目
標
基
準
値
、

目
標
年
度
等

が
取
り
ま
と
め

ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
同
年

月
以
降
、
政
省
令
、
判
断
基

準
に
つ
い
て
公
布
・
施
行
し
て

お
り
ま
す
。

　
今
後
、
製
造
・
輸
入
事
業
者

製
造
事
業
者
等
は
産
業
用
モ

ー
タ
ー
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
の

た
め
の
技
術
開
発
を
促
進
し
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
の
優
れ

た
製
品
の
開
発
・
輸
入
に
努
め

て
い
た
だ
く
こ
と
が
必
要
と
な

り
ま
す
。
ま
た
対
象
機
器
の
カ

タ
ロ
グ
や
取
扱
説
明
書
な
ど
、

使
用
者
の
製
品
の
選
定
に
当
た

り
提
示
す
る
資
料
の
見
や
す
い

箇
所
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率

を
記
載
す
る
な
ど
、
使
用
者
が

省
エ
ネ
性
能
の
優
れ
た
モ
ー
タ

ー
を
選
択
で
き
る
よ
う
適
切
な

情
報
の
提
供
に
努
め
て
い
た
だ

く
こ
と
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

　
目
標
年
度
を
迎
え
る
今
年
４

月
以
降
、
目
標
基
準
値
を
ク
リ

ア
す
る
、
よ
り
多
く
の
製
品
が

市
場
投
入
さ
れ
て
い
く
こ
と
が

予
想
さ
れ
ま
す
。
製
造
事
業
者

等
の
方
々
に
お
か
れ
ま
し
て
は

判
断
基
準
に
規
定
さ
れ
た
エ
ネ

ル
ギ
ー
消
費
効
率
の
測
定
方
法

に
基
づ
き
、
加
重
平
均
し
た
数

値
が
目
標
基
準
値
を
下
回
ら
な

い
よ
う
取
り
組
ん
で
い
た
だ
く

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
使
用
者
の
方
々
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

消
費
効
率
の
優
れ
た
モ
ー
タ
ー

ま
た
は
そ
れ
が
組
み
込
ま
れ
た

機
械
の
選
択
に
努
め
て
い
た
だ

く
と
と
も
に
、
そ
の
使
用
に
あ

た
っ
て
は
、
適
切
か
つ
効
率
的

な
使
用
に
よ
り
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

化
に
努
め
て
い
た
だ
く
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

適用開始まであと１カ月弱

トップランナーモーター２０１５年度スタート

産
業
用
モ
ー
タ
ー
な
ど
対
象
ま
も
な
く
公
募
開
始
｜

　
２
０
１
４
年
度
政
府
補
正
予

算
で
は
経
済
産
業
省
か
ら
地
域

工
場
や
中
小
企
業
の
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
設
備
導
入
補
助
金
と
し

て
、
９
２
９
億
５
０
０
０
万
円

の
枠
が
閣
議
決
定
さ
れ
て
い

る
。
同
補
助
金
は
旧
モ
デ
ル
と

比
較
し
年
平
均
１
％
以
上
の
省

エ
ネ
性
能
向
上
が
確
認
で
き
る

機
器

Ａ
類
型

や
、
省
エ
ネ

や
電
力
ピ
ー
ク
対
策
の
改
修
・

更
新

Ｂ
類
型

な
ど
が
対

象
。
補
助
対
象
イ
メ
ー
ジ
の
中

に
は
産
業
用
モ
ー
タ
ー
の
ほ

か
、
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー
や
送
風

機
、
空
調
、
冷
凍
冷
蔵
設
備
な

ど
モ
ー
タ
ー
搭
載
機
器
も
含
ま

れ
て
お
り
、
有
効
活
用
が
期
待

で
き
る
。

　
Ａ
類
型
で
は
補
助
率
は
中
小

企
業
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
多
消
費
企

業
は
２
分
の
１
以
内

補
助
対

象
経
費
下
限
は
１
０
０
万
円
、

そ
の
他
事
業
者
は
３
分
の
１
以

内

同
１
５
０
万
円

。
補
助

金
の
申
請
者
は
、
業
界
団
体
を

通
じ
て
発
行
さ
れ
る
性
能
証
明

書
を
公
募
団
体
の
環
境
共
創
イ

ニ
シ
ア
チ
ブ

東
京
都
中
央

区

に
提
出
す
る
ス
キ
ー
ム

図

。
Ａ
類
型
、
Ｂ
類
型
と

も
に
公
募
は
３
月

日
か
ら
開

始
さ
れ
る
予
定
だ
。

　
省
エ
ネ
機
器
補
助
金
と
し
て

は
こ
れ
ま
で
に
な
い
規
模
の
枠

と
み
ら
れ
る
。
導
入
前
後
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
使
用
量
の
提
出
を
省

く
な
ど
申
請
手
続
き
も
簡
素
化

さ
れ
て
お
り
、
使
い
勝
手
の
良

い
補
助
金
枠
と
な
り
そ
う
だ
。

　
産
業
用
モ
ー
タ
ー

三
相
誘
導
電
動
機

に
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
制
度
が
適
用
さ
れ
る
４

月
ま
で
あ
と
１
カ
月
を
き
っ
た
。
省
エ
ネ
型
新
製
品
の
普
及
拡
大
期
に
突
入
し
、
モ
ー
タ

ー
メ
ー
カ
ー
や
モ
ー
タ
ー
搭
載
機
器
メ
ー
カ
ー
な
ど
繁
忙
感
は
強
い
。
産
業
用
モ
ー
タ
ー

の
電
力
消
費
量
は
日
本
の
総
消
費
電
力
の

％
を
も
占
め
る
。
今
回
の
切
り
替
え
を
機
に

省
エ
ネ
性
能
は
高
ま
る
が
、
モ
ー
タ
ー
価
格
は
一
般
的
に
上
昇
す
る
こ
と
が
多
い
。
モ
ー

タ
ー
は
あ
ら
ゆ
る
産
業
を
支
え
る
動
力
源
と
し
て
ユ
ー
ザ
ー
が
幅
広
い
だ
け
に
、
新
型
へ

の
切
り
替
え
に
つ
い
て
改
め
て
理
解
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

世
界
基
準
の
Ｉ
Ｅ
３
へ

納
期
体
制
、
万
全
に

関連データはこちらへ日本電機工業会経済産業省資源エネルギー庁
■「トップランナーモータ」パンフレット ■「モータコントロールセンタへのトップラン

　　ナーモータ適用に当たっての注意事項」
■産業用モーターに関する解説

東
芝
産
業
機
器
シ
ス
テ
ム
で

は
ベ
ト
ナ
ム
工
場

で
量
産

す
る
ほ
か
小
ロ
ッ
ト
品
な
ど

は
三
重
事
業
所

で
対
応

　
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
制
度
は
省

エ
ネ
型
製
品
の
市
場
へ
の
普
及

を
促
し
て
い
く
た
め
製
造
事
業

者
に
対
し
て
行
わ
れ
る
規
制
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
多
く
使
用
す
る

機
器
の
う
ち
対
象
機
器
ご
と
に

基
準
値
を
設
定
し
、
目
標
年
度

に
達
成
状
況
を
国
が
確
認
す

る
。
現
在
、
自
動
車
や
家
電
な

ど

機
器
が
こ
の
特
定
機
器
と

し
て
指
定
さ
れ
て
お
り
、
産
業

機
器
が
対
象
に
な
る
の
は
変
圧

器
に
次
い
で
モ
ー
タ
ー
が
２
例

目
と
な
る
。

　
４
月
の
適
用
開
始
後
に
メ
ー

カ
ー
か
ら
製
造
ま

た
は
輸
入
で
供
給

さ
れ
る
モ
ー
タ
ー

効
率
レ
ベ
ル
は
国

際
電
気
標
準
会
議

Ｉ
Ｅ
Ｃ

で
規

定
さ
れ
た
「
Ｉ
Ｅ

３
」
レ
ベ
ル
相

当
。
駆
動
時
に
熱

な
ど
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
と
し
て
消
費
さ

れ
て
し
ま
う
損
失
分
を
徹
底
的

に
減
ら
す
よ
う
設
計
さ
れ
て
い

る
。
日
本
で
普
及
し
て
き
た
モ

ー
タ
ー
は
標
準
効
率
の
Ｉ
Ｅ
１

レ
ベ
ル
だ
っ
た
が
、
今
回
の
ト

ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
化
で
一
気
に
Ｉ

Ｅ
３
レ
ベ
ル
へ
引
き
上
げ
ら
れ

た
形
だ
。
ま
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
消

費
効
率
以
外
の
特
性
、
性
能
、

構
造
、
試
験
方
法
な
ど
を
規
定

し
た
Ｊ
Ｉ
Ｓ
規
格
「
Ｊ
Ｉ
Ｓ
　

Ｃ
　
４
２
１
３
」
も
制
定
さ
れ

て
い
る
。

　
日
本
電
機
工
業
会
で
は
モ
ー

タ
ー
切
り
替
え
時
に
お
け
る
注

意
事
項
を
ま
と
め
て
い
る

下

表
。ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
モ
ー
タ

ー
採
用
時
に
モ
ー
タ
ー
サ
イ
ズ

が
現
在
の
機
種
よ
り
大
き
く
な

っ
た
り
、
始
動
電
流
が
大
き
く

な
る
こ
と
に
伴
い
、
さ
ま
ざ
ま

な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
あ
る

か
ら
だ
。
ユ
ー
ザ
ー
の
使
用
条

件
に
合
わ
せ
て
適
切
な
モ
ー
タ

ー
を
見
極
め
使
用
状
況
な
ど
改

め
て
見
直
す
こ
と
が
重
要
だ
。

　
で
は
、
こ
の
Ｉ
Ｅ
３
レ
ベ
ル

相
当
の
モ
ー
タ
ー
に
置
き
換
え

る
と
ど
れ
ぐ
ら
い
省
エ
ネ
に
な

る
の
か
改
め
て
見
て
み
る
。
日

本
電
機
工
業
会
の
試
算
で
は
、

定
格
出
力
が
２
・
２

で
４

極
の
全
閉
外
扇
型
モ
ー
タ
ー
を

電
圧
が
２
０
０

、
周
波
数
が

の
環
境
で
負
荷
率
１
０
０

％
で
使
用
し
た
場
合
、
年
間
５

０
０
０
時
間
の
稼
働
で
、
従
来

の
標
準
モ
ー
タ
ー
と
比
べ
約
９

５
０

時
の
省
エ
ネ
効
果
が

あ
る
と
い
う
。
年
間
の
二
酸
化

炭
素

Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
は
５

４
１

程
度
削
減
さ
れ
る
と

み
ら
れ
る
。

　
な
ぜ
モ
ー
タ
ー
の
省
エ
ネ
化

が
必
要
か
と
い
う
と
、
現
在
、

国
内
で
稼
働
す
る
モ
ー
タ
ー
は

１
億
台
に
も
及
ぶ
か
ら
だ
。
国

内
総
消
費
電
力
の

％
、
産
業

部
門
だ
け
で
は
実
に

％
が
産

業
用
モ
ー
タ
ー
に
よ
っ
て
消
費

さ
れ
て
い
る
。
今
回
の
ト
ッ
プ

ラ
ン
ナ
ー
規
制
で
そ
の
１
台
ず

つ
が
省
エ
ネ
化
し
て
い
け
れ
ば

Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
の
削
減
に
大
き

な
効
果
を
生
む
こ
と
が
期
待
さ

れ
て
い
る
。

　
Ｉ
Ｅ
３
レ
ベ
ル
の
モ
ー
タ
ー

は
、
導
入
コ
ス
ト
は
上
昇
す
る

が
、
稼
働
時
間
が
長
い
ほ
ど
省

エ
ネ
効
果
を
発
揮
す
る
の
も
特

徴
。
電
気
料
金
が
上
昇
傾
向
に

あ
る
の
を
鑑
み
る
と
、
使
用
電

力
の
直
接
の
削
減
は
ユ
ー
ザ
ー

に
と
っ
て
よ
り
メ
リ
ッ
ト
を
も

た
ら
せ
る
。
投
資
回
収
で
き
る

ま
で
に
は
ユ
ー
ザ
ー
の
使
用
状

況
に
よ
り
バ
ラ
つ
き
が
あ
る

が
、
長
く
稼
働
す
る
モ
ー
タ
ー

の
回
収
は
早
く
な
る
。

　
モ
ー
タ
ー
メ
ー
カ
ー
は
い
よ

い
よ
迎
え
た
本
格
的
な
需
要
期

に
合
わ
せ
、
対
応
製
品
の
安
定

供
給
で
き
る
体
制
を
充
実
さ
せ

て
い
る
。

　
大
手
モ
ー
タ
ー
メ
ー
カ
ー
の

東
芝
産
業
機
器
シ
ス
テ
ム
で

は
、
量
産
品
を
製
造
す
る
ベ
ト

ナ
ム
工
場
で
月
産
４
万
台
体
制

を
敷
く
。
ま
た
小
ロ
ッ
ト
品
や

特
殊
品
を
請
け
負
う
三
重
事
業

所
で
も
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
モ
ー

タ
ー
部
品
の
機
械
加
工
や
組
み

立
て
作
業
な
ど
が
次
々
と
行
わ

れ
て
い
る
。
「
特
殊
品
に
対
応

で
き
る
技
量
を
高
め
る
と
と
も

に
、
小
ロ
ッ
ト
で
さ
ま
ざ
ま
な

種
類
に
及
ぶ
モ
ー
タ
ー
を
正
確

に
組
み
立
て
ら
れ
る
よ
う
力
を

注
ぐ
」

同
社
三
重
事
業
所

と
、
万
全
の
体
制
で
４
月
を
迎

え
る
。

　
他
モ
ー
タ
ー
メ
ー
カ
ー
各
社

も
国
内
外
の
工
場
で
、
日
本
の

ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
規
制
開
始
に

伴
う
モ
ー
タ
ー
更
新
需
要
に
備

え
る
。
ラ
イ
ン
増
設
な
ど
を
行

っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
多
く
、
短

納
期
体
制
の
確
保
な
ど
各
社
が

工
夫
し
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ

ー
モ
ー
タ
ー
を
組

み
込
ん
だ
減
速
機

や
各
種
の
モ
ー
タ

ー
搭
載
装
置
な
ど

を
手
が
け
る
ユ
ー

ザ
ー
側
の
動
き
も

急
ピ
ッ
チ
。
産
業

用
モ
ー
タ
ー
の
用

途
の
う
ち
７
割
を

占
め
る
の
が
ポ
ン

プ
、
コ
ン
プ
レ
ッ

サ
ー
、
送
風
機
。

他
に
も
工
作
機

械
、
産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
も

多
く
搭
載
さ
れ
て
い
る
。

　
各
社
か
ら
は
「
従
来
コ
ン
パ

ク
ト
を
テ
ー
マ
に
設
計
し
て
き

た
が
、
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
モ
ー

タ
ー
へ
の
切
り
替
え
に
合
わ
せ

全
商
品
を
設
計
変
更
し
た
」

「
ユ
ー
ザ
ー
と
の
価
格
交
渉
は

大
変
だ
が
省
エ
ネ
型
新
製
品
を

普
及
さ
せ
て
い
く
チ
ャ
ン
ス
に

し
た
い
」
と
い
っ
た
声
が
聞
か

れ
る
。

　
今
回
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
規

制
開
始
で
モ
ー
タ
ー
ユ
ー
ザ
ー

の
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
影
響
が

あ
る
と
み
ら
れ
る
が
、
モ
ー
タ

ー
の
高
効
率
化
は
世
界
的
な
傾

向
だ
。
主
要
国
で
は
遅
く
と
も

２
０
１
７
年
頃
ま
で
に
は
Ｉ
Ｅ

３
レ
ベ
ル
が
規
制
値
と
し
て
求

め
ら
れ
る
模
様
。
グ
ロ
ー
バ
ル

基
準
へ
の
整
合
に
よ
う
や
く
日

本
が
踏
み
出
す
訳
で
、
世
界
基

準
の
モ
ー
タ
ー
を
積
極
採
用

し
、
省
エ
ネ
貢
献
や
グ
ロ
ー
バ

ル
競
争
力
の
強
い
製
品
づ
く
り

の
き
っ
か
け
と
し
て
い
く
こ
と

が
期
待
さ
れ
る
。

（ ） 【広告特集】 ２０１５年 平成２７年 ３月４日 水曜日 　　


